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D
さ
ん

　
い
よ
い
よ
、
二
人
蓮
れ
の
人

生
の
並
木
道
で
す
ね
。
目
下
、

此
の
世
が
バ
ラ
色
に
見
え
る
こ

と
で
し
よ
う
。
ま
こ
と
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
き
よ
う
の
佳
き
日
に
先
輩
と

し
て
一
言
述
べ
ら
れ
る
の
は
ほ

ん
と
に
光
榮
で
す
。
私
は
嬉
し

く
、
楽
し
く
こ
こ
に
立
つ
た
次

第
で
す
。

　
し
か
し
つ
ま
ら
ん
長
話
を
聞

か
さ
れ
る
皆
さ
ん
ぱ
、
嬉
し
い

ど
こ
ろ
か
苦
し
い
こ
と
で
し
よ

う
。
そ
こ
で
提
案
し
ま
す
。

　
い
つ
も
私
た
ち
仲
間
で
、
ガ

ヤ
ガ
ヤ
や
る
工
合
に
、
皆
が
ひ

と
こ
と
づ
つ
し
や
べ
る
「
話
し

合
い
テ
ー
ゾ
ル
ス
ビ
ー
チ
」
と

い
こ
う
じ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
（
パ
チ
パ
チ
／
＼
／
￥
）

　
で
は
、
お
二
人
の
新
し
い
生

活
を
硯
し
て
、
さ
さ
や
か
な
問

題
提
起
を
致
し
ま
す
。

　
今
、
バ
ラ
色
に
見
え
る
だ
ろ

う
、
な
ど
と
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
バ
ラ
色
が
や
が
て
、
檬
麦

な
色
に
憂
化
し
て
來
る
こ
と
は

賢
明
な
お
二
人
に
は
よ
く
お
わ

か
り
で
し
よ
う
。
牛
年
ほ
ど
前

二
人
し
て

「
生
沽
と
ぱ
、
そ
ん
な
甘
い
も

の
じ
や
な
い
、
．
」
と
か
話
含
つ
て

い
ら
つ
し
や
つ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

「
生
活
と
ぱ
、
い
つ
た
い
な
ん

だ
ろ
う
。
」

新
し
い
生
活
に
入
ら
れ
る
お
二

人
の
爲
に
、
意
義
あ
る
生
活
論

を
願
い
ま
す
。

「
生
沽
と
は
何
か
、
ど
う
あ
る

べ
き
か
！
」

　
A
　

ぼ
く
は
ひ
と
り
者
で
す

　
文
化
祭

　
　
　
纏
豊
羅
選

　
◇
一
般
の
部
◇

　
天
　
通
り
山
　
上
原
チ
ョ
ノ

人
工
の
星
飛
ぴ
し
と
か
木
犀
匂

う　
地
　
桂
　
　
　
山
本
　
ケ
ン

厚
く
て

　
人
　
如
來
寺
　
池
田
竜
太
郎

遠
足
の
や
が
て
紅
葉
の
果
て
に

消
ゆ

五
客
　
通
り
山
　
上
原
チ
ョ
ノ

だ
か
ら
、
サ
ン
マ
の
干
物
で
お
…
い
毎
日
を
、
慰
め
合
い
、
辛
俸

茶
漬
サ
ー
ラ
サ
ラ
の
味
氣
な
い
一
し
合
い
、
喜
び
合
い
、
心
を
通

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
生
活
と

じ
合
つ
て
生
き
る
こ
と
だ
。
と

は
．
食
う
ね
る
所
に
す
む
所
、
㎜
思
い
ま
す
。
ど
う
か
熱
烈
に
泌

宥
夏
秋
冬
き
る
も
の
を
仙
い
て
一
み
じ
み
と
，
助
け
り
合
つ
て
下
さ

得
る
虐
奪
患
室
す
．
噸
（
拍
琶

な
ん
と
い
つ
て
も
生
活
の
根
一
　
C
　
人
君
、
B
さ
ん
の
説
に

本
ぱ
こ
こ
で
す
。
二
人
者
の
充
一
つ
け
加
え
て
、
入
間
論
を
や
り

實
し
た
温
い
生
活
に
、
時
六
よ
p
ま
す
。
二
人
の
生
活
ぱ
、
お
互

ば
れ
て
行
ふ
国
噛
た
い
。
こ
れ
は
感
　
い
に
貢
任
を
持
ち
合
う
べ
き
で

獣
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

木
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
し
よ
う
が
、
　
”
欝
は
僕
の
も
の

た
ゆ
急
就
難
紮
霧
な
た
は
私
の
も
の
・
で
は
間

の
物
墓
活
で
し
よ
う
・
け
れ
醸
で
す
．
や
は
り
天
づ
つ

ど
塑
響
響
た
め
撞
輪
銑
罫
磯
襲
繍

く
こ
と
”
そ
れ
だ
け
が
生
活
で
う
。
人
間
は
肚
會
的
な
存
在
で

は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
　
「
二
す
。
へ
夫
ぱ
妻
を
い
た
わ
り
つ

㎝
人
で
助
け
合
つ
て
生
き
て
行
一
妻
ぱ
夫
に
從
い
て
え
…
…
そ
れ

一
く
」
嬉
し
旨
と
ば
か
り
星
ぎ
覆
く
、
蓬
と
い
う
足

夜
な
べ
終
り
銀
河
を
吸
い
て
塵

挑
ろ

　
　
　
田
中
　
　
柴
陽
　
女

兇
等
ま
ろ
ま
ろ
豊
穰
の
秋
三
た

び
來
ぬ

　
　
　
如
來
寺

か
な

　
地
　
田
中
三
　
大
口
　
洋
子

秋
空
に
は
て
な
く
の
び
る
球
の

音　
人
　
倉
中
一
　
内
匠
　
　
實

刈
り
了
り
て
化
粧
す
る
手
の
分
耕
騒
紅
葉
か
－
い
し
子
も
乗
け
詠
し
て
破
れ
裾
縫
う
秋
の

　
　
　
　
　
　
　
池
田
龍
太
郎
雁
と
ん
で
行
方
へ
も
知
れ
ぬ
旅

遠
き
日
の
友
よ
い
づ
こ
に
柿
赤
遠

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
客
　
田
中
三
　
齋
藤
　
東
司

　
　
　
桂
　
　
　
山
本
　
ケ
ン
　
一
昨
日
は
紅
葉
の
山
を
き
わ
め

小
春
日
に
柿
む
く
母
ぱ
孫
も
呼
け
り
　
倉
中
一
　
島
田
　
金
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛
鳴
つ
て
騎
馬
戦
終
る
運
動
会

ぴ　
　
　
土
倉
　
　
山
本
ミ
ツ
イ
　
　
　
　
田
中
三
　
高
橋
　
訓
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
　
4
出
分
三
　
山
本
　
政
昭

り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稻
刈
の
夕
日
に
赤
い
兄
の
顔

　
◇
生
徒
の
部
◇
　
　
　
　
　
　
　
小
出
分
三
　
山
本
佳
世
子

　
天
　
田
中
三
　
渡
邊
　
　
昇
葺
狩
り
や
人
の
け
は
い
に
振
り

リ
ン
ド
ウ
に
心
ひ
か
れ
る
山
路
返
り

一
岩
”
て
る
中
で
一
蓼
人
週

菱
盤
鋸
雑
哺
鯖
鶴
｝

㎝
つ
て
峯
．
　
一

　
　
　
　
（
二
人
う
な
す
く
）
　
一

「
生
括
と
ぱ
何
か
c
」
三
入
の
方
㎜

が
充
分
に
語
つ
て
下
さ
つ
た
よ
｝

う
で
す
。
で
は
「
ど
ろ
あ
る
べ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

き
か
」
の
實
際
問
題
に
つ
い
て
．

㎝
願
い
ま
し
よ
う
。

　
E
　
私
に
は
「
ど
う
あ
る
べ

き
か
」
を
．
連
べ
る
権
利
が
あ
り
、

．
ま
せ
ん
。
お
二
人
で
こ
れ
か
ら

築
く
姿
左
．
参
考
に
し
て
、
私
も

や
が
て
實
旭
に
研
究
努
力
し
た

い
と
思
つ
て
誌
り
ま
す
（
拍
子
）

成
ほ
ど
「
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

蔽
、
沃
皇
諺
專
檬

的
に
答
え
て
数
く
問
題
で
し
た

ね
。
私
共
も
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で

實
際
に
生
き
て
、
答
を
出
し
ま

し
よ
う
。

　
F
　
私
に
一
つ
云
わ
せ
て
下

さ
い
。
ど
ん
な
役
割
で
も
、
小

さ
な
仕
事
で
も
、
人
の
役
に
立

つ
こ
と
な
ら
殖
打
ち
が
あ
る
。

こ
の
仕
事
を
忘
れ
す
に
、
よ
き

一
夫
、
よ
き
妻
と
し
て
、
仕
事
に

お
働
み
下
さ
る
よ
う
所
り
ま

す
．
漬
茱
の
切
り
方
一
つ
に
も

愛
情
の
こ
も
る
チ
エ
と
手
が
い

る
ん
で
す
。
つ
ま
り
藝
術
な
の

で
す
。

生
活
と
は
、
藝
術
で
あ
る
と
い

う
。
ほ
ん
と
に
そ
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
難
し
い
根
気
の
い
る

一
生
か
け
て
の
仕
事
で
す
。

　
末
来
の
る
生
活
藝
術
家
の
爲

に
カ
ン
パ
ィ
！

農
林
産
物
品
評
会

入
賞
者

【
穀
類
の
部
】

金
賞
　
倉
　
俣
　
桑
原
　
亀
午

銀
賞
　
田
　
代
　
桑
原
　
秀
信

　
　
　
東
田
澤
村
山
　
　
章

　
【
根
菜
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
じ

金
賞
　
小
原
新
田
大
島

　
　
　
堀
之
内

　
　
　
通
り
山

　
　
　
芋
　
川

　
　
　
〃

　
　
　
如
來
寺

　
　
　
4

　
【
果
實
の
部
】

晒
金
賞
桂

銀
賞
　
上
山

　
　
　
小
　
原

　
　
　
〃

池富高高樋南大
田井橋橋口雲島

喜嘉昭文巡海金
茂市一雄一造作

山
本
　
芳
治

上
原
善
五
部

広
田
　
繁
雄

田
村
　
忠
藏

　
【
種
苗
畜
産
の
部
】

金
賞
通
り
山
樋
口
　
定
一

銀
賞
　
〃
　
　
樋
口
　
努

　
年
賀
ハ
ガ
キ
に

　
　
つ
い
て

例
年
年
賀
ハ
ガ
キ
は
各
種
機
關

一部
落
の
区
長
等
を
通
じ
予
約
を

と
り
、
費
ら
れ
て
き
た
が
、
今

年
は
予
約
費
出
し
は
原
則
と
し

て
行
わ
す
、
全
部
本
日
か
ら
窓

鷺
費
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
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肚

所
民
所
聞

　
公
　
新

行
村
刷
町

発
里
印
日

　
中
　
＋

こ
ど
も
協
同
組
合

表
彰
さ
る

田
澤
小
学
狡
こ
ど
も
共
同
組

合
は
昭
和
二
十
三
年
開
設
以

來
、
村
農
業
協
同
組
合
指
導
の

も
と
に
貯
蓄
の
仕
事
を
教
育
の

一
環
と
考
え
、
無
理
の
な
い
自

主
的
な
活
動
を
続
け
、
教
育
面

に
多
大
の
効
果
を
あ
げ
て
來

た
。
特
に
本
年
度
か
ら
は
貯
蓄

部
を
ク
ラ
ブ
活
動
の
中
に
取
入

れ
、
螢
業
日
は
事
務
を
取
扱
う

だ
け
で
な
く
、
指
導
主
任
瀧
澤

先
生
を
中
心
に
村
農
協
職
員
の

出
張
を
得
て
経
営
に
、
調
査
に
、

研
究
に
毎
回
反
省
し
工
夫
し
つ

、
貯
蓄
活
動
に
努
力
を
綾
け
て

き
た
。

　
そ
の
か
い
あ
つ
て
、
褻
ね
て

優
良
校
と
し
て
候
補
に
畢
げ
ら

れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
昭
和

三
十
二
年
度
全
国
優
良
子
ど
も

銀
行
と
し
て
、
農
協
關
係
八
百

七
十
九
校
の
中
か
ら
、
六
こ
ど

も
協
同
組
合
が
地
方
表
彰
と
決
、

定
さ
れ
　
そ
の
中
に
田
澤
小
學

　
を
別
に
誇
と
せ
す
、
釜
々
着
実

　
に
そ
の
實
績
を
上
げ
つ
』
あ

　
る
。
今
年
こ
そ
貯
蓄
の
年
と
強

　
く
呼
ば
れ
て
い
る
時
、
敢
育
と

一
實
践
を
一
体
と
し
た
好
例
と
し

一
て
こ
ど
も
協
同
組
合
を
代
表
す

　
る
上
原
孝
良
君
外
役
員
、
兜
童

一
及
び
同
校
關
係
者
の
努
力
に
封

　
し
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
た
い

校
子
ど
も
協
同
組
合
が
榮
誉
あ

る
知
事
表
彰
と
し
て
選
ば
れ

た
。
こ
れ
は
子
ど
も
銀
行
と
し

て
本
郡
に
は
前
例
の
な
い
誠
に

お
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
子
供
達
は
こ
の
榮
誉

写
真
展
入
賞
者

　
本
舘
主
催
の
文
化
祭
に
お
け

る
爲
眞
展
に
ρ
い
て
は
、
十
日

町
市
の
青
山
立
介
氏
が
審
査
に

あ
た
り
、
次
の
通
り
入
選
を
決

定
当
日
公
民
舘
長
よ
り
賞
欣
及

び
賞
品
が
お
く
ら
れ
た
。

◇
推
せ
ん
「
夕
日
」
（
山
崎
）
武
田

　
茂

　　こども協同組合

窓口に列をつくつて順番を待つ子供たち

◇
特
選
「
む
ば
あ
ち
や
ん
の
買

　
物
」
（
荒
屋
）
鈴
木
吉
次
「
バ

　
ツ
ー
」
（
通
り
山
）
　
樋
口
聰

◇
入
選
「
う
ち
の
お
じ
い
さ

「
教
譜
）
臆
武
田
一

茂
「
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」

　
山
）
樋
口
聰

田
沢
中
で
校
歌
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
発
表
会

　
田
沢
中
學
校
の
生
徒
會
で
は

か
つ
て
修
学
族
行
に
際
し
、
バ

ス
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
「
サ
ァ
今

度
は
み
ん
な
元
気
で
校
歌
を
歌

つ
て
み
て
下
さ
い
」
と
い
わ
れ

た
が
、
な
い
も
の
は
歌
え
す
シ

ユ
ン
と
し
て
し
ま
つ
た
。
そ
れ

以
後
何
ん
と
か
し
て
校
歌
を
つ

く
り
た
い
と
生
徒
会
で
相
談
の

結
果
、
こ
れ
は
P
T
A
や
篤
志

家
か
ら
金
を
出
し
て
も
ら
う
こ

と
で
な
く
、
あ
く
ま
で
自
ら
の

額
に
汗
し
た
勤
労
牧
入
で
ま
か

な
お
う
で
は
な
い
か
と
、
　
一
寸

無
暴
に
近
い
計
画
が
決
議
さ
れ

た
。
そ
れ
ぽ
校
歌
の
作
詞
作
曲

に
は
相
当
な
資
金
が
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
決
議
を
す
る
と
同

時
に
年
度
の
終
り
で
あ
つ
た
が

會
費
を
節
約
し
、
剰
余
金
二
万

圓
を
生
み
出
し
、
本
年
度
は
全

員
が
夏
休
み
を
返
上
し
て
藥
草

探
取
を
行
い
、
こ
、
に
宿
望
の

校
歌
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
作
詞
ぽ
新
潟
縣
議
會
議
員
の

市
川
俊
雄
先
生
に
、
作
曲
は
學

習
院
大
学
教
授
小
出
浩
干
先
生

（
通
り

來
る
一
一
十
日

で
、
爾
先
生
と
も
こ
の
生
徒
の

態
度
に
深
く
感
激
、
快
よ
く
お

引
受
け
に
な
り
、
市
川
先
生
に

は
獲
表
会
当
日
特
に
出
席
、
記

念
講
演
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

◇
作
詞
次
の
と
語
り

　
田
澤
中
學
校
校
歌

朝
苗
場
の
峰
高
く

光
希
望
の
色
に
映
え

夕
清
津
の
星
影
は

心
を
う
つ
す
ま
す
か
が
み

流
れ
つ
き
せ
ぬ
信
江
に
，

深
き
想
を
い
た
し
つ
』

岸
邊
に
立
て
ば
ろ
る
わ
し
き

不
携
の
曲
は
耳
を
つ
く

嵐
を
凌
ぎ
雪
に
堪
え

草
木
も
萌
え
て
さ
み
ど
り
の

妻
有
李
野
に
春
は
呼
ぶ

あ
～
愛
の
園
田
沢
校

算
昭
和
三
＋
二
年

決
円
諺
訣
雛
激

度
聾
承
畢
得
て
い
な

年
坊
齢
會
砿
脚
讐

4
層
　
3
る
審
査
を
経
、
歳

郁
漕
讐
離
藷

昭
三
百
四
＋
九
互

千
三
百
八
十
四
圓
で
、
残
り
三

十
二
万
八
千
六
百
五
十
四
圓
は

三
十
二
年
度
に
繰
越
す
。

　
決
算
概
要
ぱ
次
の
通
り
。

　
◇
歳
　
入
◇

村
税
一
八
、
六
二
四
、
八
五
二

交
付
税

　
　
一
一
、
四
四
八
、
O
O
O

使
用
料
、
手
数
料

　
　
　
　
　
一
二
一
、
五
六
〇

国
庫
支
出
金
（
補
助
金
）

　
　
　
嘲
、
四
七
七
、

縣
支
出
金
　
八
二
四
．

寄
附
金
　
　
一
四
八
、

繰
越
金
一
、
七
二
三
、

雑
牧
入
　
　
四
＝
、

　
◇
歳
出
◇

議
會
費
　
　
三
一
〇
、

役
場
費
七
、
二
壬
ハ
、

警
察
消
防
費

　
　
　
一
、
五
六
五
、

土
木
費
二
、
五
三
九
、

激
育
費
八
、
九
四
〇
、

民
生
費
　
　
」
三
三
二
、

保
健
衛
生
費

　
　
　
　
　
六
七
六
、

産
業
費
四
、
一
一
四
、

財
産
費
　
　
三
三
二
、

統
計
費
　
　
八
九
、

選
翠
費
　
　
一
四
九
、

公
債
費
　
　
九
〇
七
、

諸
支
出
金

　
　
　
六
、

八
九
〇

四
七
二

〇
九
〇

五
九
〇

五
八
○

五二
〇六
四六

四
八
二

三
〇
七

三
八
六

三
八
六

三
七
〇

四
八
九

七
七
三

五
二
五

九
五
〇

七
〇
六

三
九
六
、
二
七
〇



等
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不
良
天
候
下
に
導
い
九
豊
作

省
㎜
　
　
　
進
歩
し
た
科
学
技
術

反
㎜
　
本
年
璽
一
尿
雪
は
近
年

難
縣
講

比
し
十
五
日
も
お
そ
く
、
又
昨

年
よ
り
十
二
日
も
遅
か
つ
た
。

梅
雨
期
や
七
月
の
績
い
た
低
温

八
月
の
フ
エ
ン
現
象
（
高
澄
）
の

轍
日
、
九
月
の
低
温
等
全
く
異

歌
氣
象
で
あ
つ
た
。
昔
か
ら

「
さ
る
」
「
と
り
」
の
凶
年
と
い
は

れ
て
い
た
よ
う
に
昨
年
同
様
．
不

良
天
候
に
襲
は
れ
て
昭
和
二
十

八
年
の
よ
う
な
冷
害
を
予
想
さ

れ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
豊
作
に

導
く
こ
と
の
で
き
た
の
は
全
く

進
歩
し
た
科
学
技
術
の
勝
利
で

あ
つ
て
他
の
何
も
の
で
も
な

い
。
そ
こ
で
壁
作
に
導
い
た
稻

作
経
過
の
あ
ら
ま
し
を
こ
』
で

述
べ
て
見
た
い
．

一
．
、
改
良
苗
代
で
育
苗
し
早
植

が
行
は
れ
た
。

　
改
良
苗
代
で
あ
る
保
湿
及
び

簡
易
折
衷
、
畑
ビ
ニ
ー
ル
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
催
芽
各
苗
代

等
が
昨
年
の
約
二
倍
取
り
入
れ

ら
れ
、
健
苗
の
育
成
が
行
は
れ

早
植
と
關
蓮
の
あ
る
自
動
耕
陪

機
が
多
轍
導
入
利
用
さ
れ
更

に
早
花
の
効
果
を
認
識
さ
れ
て

豪
．
雪
で
は
あ
つ
た
が
農
作
業
の

進
歩
を
は
か
り
、
昨
年
よ
り
三

～
四
日
早
植
と
な
つ
た
。
本
年

程
早
植
の
効
果
の
塁
つ
た
年
は

な
い
。
早
植
に
よ
つ
て
高
温
時

に
生
殖
生
長
を
行
は
し
め
穗
数

粒
数
の
，
増
加
と
稔
實
の
良
化
に

よ
つ
て
．
増
牧
し
品
質
の
向
上
も

認
め
ら
れ
た
。
又
雷
代
期
の
み

天
候
順
調
で
あ
つ
た
た
め
病
虫

害
障
害
を
被
ら
す
苗
不
足
を
も

・
な
か
つ
た
。

二
、
稻
根
が
健
全
で
あ
っ
た
。

　
凶
作
型
の
短
程
多
茎
に
経
過

し
た
低
温
の
七
、
八
月
（
中
旬

迄
）
は
高
温
障
害
で
あ
る
根
腐

の
襲
生
も
な
く
、
ど
ん
ノ
＼
新

根
が
深
暦
に
伸
び
て
肥
料
分
を

吸
牧
し
た
。
特
に
八
月
中
旬
末

フ
エ
ン
現
象
も
三
～
四
日
続
い

た
が
、
　
一
般
に
八
月
は
夜
闇
低

温
で
あ
つ
た
た
め
根
腐
障
筈
を

引
き
起
さ
す
例
年
見
ら
れ
る
胡

麻
葉
枯
病
等
秋
落
の
症
歌
が
少

く
、
全
般
的
に
鮮
麗
な
熟
色
を

呈
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。

三
、
病
虫
害
防
除
が
完
壁
で
あ

つ
た
。

　
本
村
で
は
昨
年
の
約
倍
農
藥

を
使
用
し
農
藥
豊
作
と
さ
え
い

は
れ
て
い
る
。
今
年
位
病
虫
筈

の
襲
生
に
よ
る
防
除
を
行
つ
た

年
は
な
い
と
い
は
れ
る
。
多
稜

し
た
の
は
何
と
い
つ
て
も
イ
モ

チ
病
『
で
葉
イ
モ
チ
は
六
十
％
の

耕
地
に
襲
生
を
見
、
圃
場
に
菌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘

の
生
棲
客
度
が
高
く
な
り
穗
頭

に
移
行
の
懸
念
が
あ
つ
た
の

で
、
イ
モ
チ
病
の
特
効
藥
で
あ

る
セ
レ
サ
ン
石
次
等
の
水
銀
粉

剤
の
一
齊
共
同
防
除
を
部
落
毎

に
實
行
極
め
て
大
き
い
効
果
を

舞
げ
た
。
二
化
蜘
虫
（
心
虫
）
は

激
嚢
の
傾
向
が
あ
り
、
本
年
は

特
異
の
襲
生
で
稜
蛾
の
ビ
ー
ク

（
山
）
が
田
植
後
の
一
化
期
に
二

回
あ
つ
て
、
B
H
C
や
パ
ラ
チ

オ
ン
剤
の
撤
布
は
一
回
で
は
効

果
が
少
な
い
地
帯
も
あ
つ
た
よ

う
だ
。
出
穗
前
後
の
二
化
期
は

喰
入
場
所
が
株
際
で
稻
の
茎
の

太
さ
が
太
い
こ
と
や
、
其
の
他

で
防
除
効
果
が
畢
ら
な
か
つ
た

よ
う
で
あ
る
．
ウ
ン
カ
は
い
た

る
処
震
生
は
認
め
ら
れ
た
が
、

防
除
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

激
嚢
と
は
な
ら
な
か
つ
た
。
其

め
他
例
年
激
襲
す
る
紋
柚
病
や

砺
緩
病
・
青
呉
泥
豊
・

一
三
イ
等
予
想
外
乗
少

『
く
経
過
し
た
。

｝
　
そ
の
他
早
期
に
第
一
回
除
草

が
か
な
り
行
は
れ
生
育
が
促
進
．

さ
れ
た
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に

は
行
が
な
い
。
総
じ
て
稻
作
期
．

間
中
低
温
で
あ
つ
た
が
一
般
に

礪
羅
謙
羅
越
、

一
日
前
の
花
粉
母
細
胞
減
敢
分
裂

画
轍
＋
八
主
＋
三
晶

’
’
’
’
’
’

二
’
’
’
’
’
’
’
’

グ
’

”
’
’

ダ
’
プ
グ
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ダ
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プ

4
’
’

ダ
’
’
’
’
’

ダ
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一
’
’
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’
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■
グ
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’
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，
，
，
，
’
，
，
，
’
」
，
。
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
ρ
，
，
夢
，
，
，

た
く
あ
ん
漬
の

　
ま
た
漬
物
を
漬
こ
む
季
節
が

來
ま
し
た
。

　
栄
養
が
な
い
と
い
つ
て
も
、

日
本
入
の
食
生
活
に
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
の
よ
う

で
、
ど
こ
の
家
で
も
用
意
す

る
。　

さ
て
お
い
し
い
漬
物
と
い
う

の
は
香
り
を
よ
く
し
て
く
れ
る

酵
母
と
、
味
を
よ
く
し
て
く
れ

る
乳
酸
菌
が
適
当
に
繁
殖
し
や

す
い
よ
う
に
し
て
や
り
、
酵
母

と
乳
酸
菌
を
食
べ
て
漬
物
を
ま

す
く
す
る
腐
敗
菌
の
繁
殖
を
防

ぐ
よ
う
な
漬
方
を
お
ぼ
え
る
こ

と
が
コ
ツ
で
あ
る
。

　
　
　
　
コ
ツ

一
　
こ
の
邊
で
は
普
通
練
馬
、
宮

重
ダ
イ
コ
ン
が
多
く
使
わ
れ
て

い
る
が
、
ま
す
ダ
イ
コ
ン
の
葉

を
お
と
し
尾
の
細
い
部
分
や
ヒ

房
馨
と
つ
て
き
れ
違
洗

一
う
．

　
次
に
十
本
位
づ
つ
ナ
ワ
で
あ

ん
で
漣
に
し
、
陽
あ
た
り
の
よ

い
場
所
で
干
す
。
乾
燥
期
間
中

に
凍
ら
せ
た
り
ρ
雨
や
夜
露
に

あ
て
な
い
よ
う
夜
は
ム
シ
ロ
な

ど
を
か
け
る
。

　
干
上
り
程
度
や
塩
の
配
合
は

食
用
期
に
よ
り
ち
が
う
が
、
四

耳
ダ
ル
に
士
へ
貫
の
ダ
イ
コ
ン

蓬
波
善
も
の
と
し
て

の
幼
徳
始
原
体
の
分
化
期
に
特

に
低
温
の
影
響
が
あ
つ
て
、
昨

年
に
比
し
粒
数
の
減
少
が
考
へ

ら
れ
る
こ
と
や
遅
植
と
冷
水
灌

厩
田
、
湧
水
田
、
日
蔭
田
簾
一

稔
費
障
害
を
引
起
し
糀
の
多
い

・
地
帯
が
あ
る
。
作
柄
は
品
種
栽

培
披
術
等
に
よ
り
個
八
差
を
生

じ
て
い
る
が
、
健
苗
に
よ
る
早

・
植
、
推
肥
の
合
理
化
、
適
期
除

・
草
、
病
虫
害
早
期
防
除
等
一
連

の
農
作
業
の
計
画
を
こ
れ
か
ら

一
迎
え
よ
う
と
す
る
冬
季
間
に
ゆ

つ
く
り
樹
立
し
て
、
來
年
の
稻

作
を
又
豊
作
に
導
き
た
い
も
の

で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
高
非
技
師
）

◇
一
月
～
二
月
頃
ま
で
に
食
べ

る
も
の
は
生
干
と
い
つ
て
ダ
イ

コ
ン
が
や
わ
ら
か
に
な
つ
て
い

る
が
、
弓
形
に
曲
げ
ら
れ
る
位

に
干
し
た
も
の
に
塩
二
升
～
二

升
五
合
、
　
コ
ヌ
ヵ
七
升
か
ら
八

升
の
ワ
リ
に
す
る
。

◇
三
月
か
ら
四
月
こ
ろ
ま
で
の

も
の
は
、
弓
形
か
、
中
干
と
い

つ
て
丸
く
曲
げ
ら
れ
る
程
度
の

も
の
に
、
塩
三
升
～
三
升
五
合

コ
ヌ
カ
七
升
。

◇
五
月
～
六
月
頃
ま
で
の
も
の

は
中
干
を
つ
か
つ
て
塩
五
升
．

コ
ヌ
カ
五
升
。

◇
七
月
か
ら
八
月
以
後
に
食
．
．
へ

る
も
の
は
上
干
と
い
つ
て
、
ダ

イ
コ
ン
が
結
べ
る
程
度
に
干
上

げ
た
も
の
に
塩
五
升
～
六
升
、

　
、 一

コ
ヌ
カ
を
お
な
じ
割
に
し
て
清
」

こ
む
。

　
樽
ぱ
前
も
つ
て
水
モ
レ
等
を

し
ら
べ
、
き
れ
い
に
洗
つ
て
カ

ゲ
干
し
て
語
く
、
ダ
イ
コ
ン
を

漬
こ
む
と
き
底
塩
と
い
つ
て
樽

の
底
に
ひ
と
に
ぎ
り
の
荒
塩
を

牛
ら
に
ふ
り
こ
み
、
干
葉
を
し

き
つ
め
た
上
に
ダ
イ
コ
ン
を
高

低
な
く
き
つ
ち
り
な
ら
べ
、
塩

ヌ
カ
（
あ
ら
か
じ
め
塩
と
ヌ
カ

を
奮
ぜ
て
蕊
く
）
を
ふ
り
入
れ
、

こ
れ
交
。
五
に
く
り
か
え
し
て
全

部
漬
け
こ
ん
だ
ら
上
に
干
葉
を

な
ら
ベ
フ
タ
を
し
て
重
石
を
の

せ
る
。

　
重
石
は
水
の
上
る
ま
で
は
ダ

イ
コ
ン
と
同
じ
重
さ
の
も
の
を

の
せ
、
水
が
上
つ
て
き
た
ら
八

割
位
の
重
さ
に
し
た
匠
う
が
よ

い
．

　
干
葉
は
ダ
イ
コ
ン
の
間
に
つ

け
こ
み
、
こ
ま
か
に
き
ざ
ん
で

漬
物
と
し
て
も
、
味
噌
汁
の
身

に
し
て
も
お
い
し
い
。

　
カ
キ
の
葉
、
皮
、
ナ
ス
の
へ

た
な
ど
使
う
場
合
は
粉
に
し
て

塩
、
ヌ
カ
に
ま
ぜ
て
使
う
と
よ

い
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
ク
ク
ア
ン
の
色
つ
け
に

使
わ
れ
て
い
る
オ
ー
ラ
、
、
、
ン
は

不
良
色
素
の
代
表
的
の
も
の
で

あ
る
か
ら
、
絶
対
使
わ
な
い
よ

う
に
さ
れ
た
い
。
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遺
伝
に
つ

　
　
　
　
上
村
病
院
長
上

倒
結
核
と
癌
と
遺
伝

　
結
核
は
結
核
菌
に
よ
つ
て
起

る
傳
染
病
で
あ
る
こ
と
は
元
に

周
知
の
事
で
、
遺
傳
病
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
結
核
菌
に
劉
し

て
犯
さ
れ
易
い
人
と
、
犯
さ
れ

に
く
い
人
の
あ
る
事
も
確
か
な

事
で
、
従
つ
て
結
核
素
質
の
遺

傳
と
云
う
事
だ
け
は
認
め
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

　
又
癌
に
就
い
て
も
其
の
原
因

に
つ
い
て
は
色
女
の
詮
は
あ
り

ま
す
が
、
結
核
と
同
じ
よ
う
に

癌
に
な
り
易
い
素
質
即
ち
、
そ

の
素
質
は
遣
傳
的
の
も
の
で
あ

る
と
云
う
こ
と
も
、
一
つ
の
家

系
に
何
人
も
癌
が
出
て
い
る
と

云
う
事
實
か
ら
認
め
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思
い
ま
す
。

ω
癩
と
梅
毒
と
遺
伝

　
癩
は
天
刑
病
と
云
つ
て
、
昔

か
ら
非
常
に
恐
ろ
し
い
遺
傳
病

と
し
て
忌
避
さ
れ
て
來
ま
し

た
。
然
し
一
八
六
八
年
に
ハ
ン

ゼ
ン
氏
に
依
つ
て
癩
菌
が
襲
見

さ
れ
て
か
ら
今
日
で
は
傳
染
病

と
し
て
誰
も
疑
う
人
は
無
い
と

思
い
ま
す
が
、
癩
血
統
と
誤
ら

れ
た
理
由
は
、
こ
の
病
気
が
家

族
的
に
現
わ
れ
た
り
、
時
に
は

二
～
三
代
前
の
組
先
に
あ
つ
た

　㌧、

村て

正仁）

子

の
が
子
孫
に
突
然
現
わ
れ
た
り

す
る
こ
と
が
し
ば
／
￥
あ
る
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
ら
い
菌
は
長
年
月
潜

伏
し
て
い
る
性
質
が
あ
つ
て
、

一
度
だ
け
で
な
く
敏
回
侵
入
す

　

｝
療
に
よ
つ
て
、
恵
ま
れ
た
環
墳

一
の
許
に
療
養
さ
せ
て
い
る
の
で

一
現
在
の
全
国
ら
い
患
者
激
は
一

㎜
五
、
○
O
O
人
で
あ
る
が
、
他

国
か
ら
患
者
が
侵
入
し
て
來
な

い
限
り
、
五
十
年
後
に
は
日
本

の
ら
い
患
者
は
一
人
も
居
な
く

闇
な
る
計
算
と
な
つ
て
い
ま
す
。

一
梅
毒
も
ス
ピ
・
へ
ー
ク
・
パ

一り
ー
ダ
と
云
う
菌
に
よ
つ
て
起

る
傳
染
病
で
あ
つ
て
、
生
れ
な

る
こ
と
に
よ
つ
て
襲
病
す
る
も

の
で
あ
る
爲
で
あ
り
ま
す
。

　
只
、
結
核
と
同
じ
よ
う
に
、

ら
い
そ
の
も
の
は
遺
傳
し
な
い

と
し
て
も
、
此
の
菌
に
犯
さ
れ

易
い
体
質
の
遺
傳
と
云
う
事
は

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
い

ま
す
、

　
然
し
こ
の
ら
い
は
、
国
家
で

莫
大
な
費
用
を
つ
か
つ
て
、
特

殊
部
落
、
特
殊
施
設
、
特
殊
治

　　　如来寺の火葬場
如來寺部落ではこのほど予算約四十万圓

を投じて立寝棺兼用の釜を備え近代的な

火葬場を新設した。

が
ら
に
遺
傳
梅
毒
兄
と
し
て
生

れ
て
來
る
の
で
は
な
く
、
母
の

体
内
に
い
る
内
に
胎
盤
内
傳
染

・
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

㈲
酒
と
遺
伝

　
酒
の
害
と
し
て
常
習
的
の
深

酒
は
、
直
接
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

に
よ
つ
て
一
種
の
精
紳
病
を
起

す
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
精
紳

病
を
誘
捜
し
た
り
、
癌
の
基
因

と
な
つ
た
り
、
犯
罪
の
手
引
き

を
な
す
等
、
間
接
の
害
も
非
常

に
多
く
、
精
紳
病
家
系
や
、
犯

罪
家
系
の
調
査
に
常
に
強
酔
者

が
現
わ
れ
る
事
に
よ
つ
て
も
明

ら
か
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
飲
酒
癖
が
、
遺
傳
的

の
も
の
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
遺
傳
檬
式

が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
は
は

つ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
又
銘
酊
中
に
出
來
た
子
供
が

劣
等
で
あ
る
と
云
う
確
証
も
無

い
が
、
優
秀
で
あ
る
と
い
う
証

可
も
脅
婁
ん
．

｝
そ
し
て
飲
酒
中
受
胎
し
た
子

供
が
劣
等
で
な
い
と
云
う
實
験

も
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
酒

の
身
体
に
及
ぼ
す
害
を
考
え
て

銘
酊
中
の
受
胎
は
避
け
た
方
が

安
全
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

㈲
血
液
型
と
遺
伝

　
甲
の
血
液
と
乙
の
血
液
を
ま

ぜ
る
と
固
ま
つ
て
來
ま
す
。

　
然
し
之
は
二
人
の
血
液
を
一

緒
に
す
れ
ば
必
す
固
ま
る
の
で

は
な
く
血
液
に
は
凝
集
元
A
B

と
凝
集
素
翫
b
が
あ
り
、
そ
れ

の
混
合
の
具
合
に
よ
つ
て
、
あ

る
場
合
ば
固
ま
り
、
あ
る
場
合

は
固
ま
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す

　
此
の
凝
集
元
と
凝
集
素
の
分

布
歌
態
に
よ
つ
て
．
血
液
型
を

△
型
、
B
型
、
0
型
、
A
齢
型

の
四
種
に
わ
け
ま
す
。

　
こ
の
血
液
型
で
も
一
定
の
法

則
（
メ
ン
デ
ル
）
に
よ
つ
て
遺

傳
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
血
液
型
に
關
す
る
親
子
關
係

を
参
考
ま
で

に
一
不
し
ま
す

と
、
次
の
通

り
で
あ
り
ま

す
。

　
次
に
血
液

型
と
氣
質
に

つ
い
て
参
考

ま
で
に
申
し

上
げ
ま
す
が

こ
れ
は

爾親の血i出来得る子供
液型　　1の血液型
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一
部
の
学
者
の
力
読

す
る
こ
と
で
、
氣
質
と
血
液
型

と
の
間
に
特
別
の
關
係
が
あ
る

と
云
う
読
に
は
．
多
く
の
學
者

は
賛
成
し
象
ね
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
つ
て
配

偶
者
の
選
揮
、
職
業
の
決
定
、

入
物
探
用
試
験
、
入
學
々
校
の

選
定
等
に
参
考
に
す
る
こ
と
は

輕
卒
で
あ
る
が
、
多
少
う
な
事

け
る
点
も
あ
る
檬
思
わ
れ
ま
す

　
▼
O
型
の
人
（
意
志
型
）

　
意
志
強
固
、
進
取
的
、
自
信

力
強
く
沈
着
、
果
断
、
感
情
に

動
か
さ
れ
な
い
、
そ
の
代
り
強

情
頑
固
、
個
人
主
義
で
融
和
性

9
に
乏
し
い
。

　
▼
A
型
の
人
（
消
極
型
）

　
慎
重
、
従
順
、
犠
牲
的
、
李

和
を
好
み
思
索
、
熟
慮
に
富
む

そ
の
代
り
小
心
翼
々
と
し
て
決

断
力
に
欠
け
、
隠
道
的
、
苦
労

性
、
感
情
に
動
き
易
い
。

　
▼
B
型
の
人
（
感
情
型
）

快
活
、
氣
輕
、
肚
交
的
（
そ
の

代
り
誇
張
的
）
、
猫
断
的
、
惜

愛
の
情
に
強
く
感
情
に
走
り
易

い
、
物
事
に
出
過
ぎ
る
、

　
▼
A
B
型
の
人
（
中
間
型
）

　
長
所
も
短
所
も
す
べ
て
型
A

と
B
型
と
の
中
間
に
あ
る
。

⑯
血
族
結
婚
に
つ
い
て

　
血
族
結
婚
が
人
生
に
如
何
な

る
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
古
く
か

ら
注
目
さ
れ
、
血
族
結
婚
を
綾

け
る
時
は
、
子
孫
に
体
質
の
虚

弱
な
者
を
出
し
、
生
産
力
減
退

し
、
往
々
不
具
者
、
崎
型
見
等

を
生
じ
、
人
類
襲
達
上
非
常
に

有
害
不
利
な
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
と
信
じ
ら
れ
、
成
る
べ
く
之

を
避
け
る
よ
う
に
さ
れ
、
特
に

最
近
青
年
子
女
の
方
女
は
非
常

に
血
族
結
婚
を
き
ら
う
傾
向
に

な
つ
て
來
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
血
族
結
婚
の
結
果
が

不
良
と
な
る
か
否
か
は
其
の
家

系
中
に
流
れ
る
遺
傳
質
の
良
、

不
良
の
如
何
に
よ
り
決
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
故
に
双
方
の
家
系
中
に
病
的

一
素
質
を
含
む
人
達
は
血
族
結
婚

㎜
は
避
け
た
方
が
安
全
で
あ
る
。

㎜


